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肢体不自由のある子どもの
障害理解と支援のポイント

香川県立高松支援学校

自立活動室

高松支援学校 肢体不自由教育スタートアップ講座
肢体不自由とは

身体の動きに関する器官が、病気やけがで損
なわれ、歩行や筆記などの日常生活動作が困
難な状態をいう。

文科省 障害のある子供の教育支援の手引き

～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～ より

障害の状態は一人一人違うものだが、障害に
見られる行動や認知の特徴として、共通する
ような特性がある。
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肢体不自由の特性

体幹保持困難

見て分かる障害
本校HPより

下肢障害上肢障害
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肢体不自由の特性

言語障害、コミュニケーション障害

視覚障害、視覚認知の障害

感覚や認知の特性

経験不足
（視点がないと）
見つけにくい障害
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肢体不自由の特性

起因疾患の種類によってもそれぞれ
脳性まひ（痙直・アテトーゼ・失調）
二分脊椎
筋ジストロフィー
骨形成不全症
外傷後遺症 など

知的障害、てんかん発作 などの合併
筋肉の短縮、関節拘縮、側わん、脱臼 などの二次障害
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肢体不自由の特性
特性を理解するためには
医療機関等からの情報の把握

起因疾患の知識、治療や検査の結果、リハビリの状況、
健康状態の確認、緊急時の対応 など
○個別の教育支援計画の確認・引き継ぎを確実に行う

心理学的、教育的側面からの把握
食事・睡眠・排せつなどの生活リズム、姿勢、
運動・動作、意思の伝達能力と手段、感覚機能の発達、
知能の発達、情緒の安定、社会性の発達 など
○自立活動の６区分の視点で実態を把握する
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具体的な支援のポイント

①適切な身体援助

 移乗・移動、着替え、靴の履き替え、 食事、排せつ

＊日常的に行なっている身体援助も子どもにとっては

学習活動の一つ

＊心地よい援助

人への信頼感、体の動かし方、コミュニケーション
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①適切な身体援助

着替えの時の注意点

服の中で
指先を包み込み
保護しましょう

くつや装具を履く時の注意点

サイズの確認
膝をまげるとかかと

が入りやすい
靴の中の指に注意「脱健着患」

高松支援学校 肢体不自由教育スタートアップ講座



3

教室の様子 机上のスペース確保のための
袖机や棚

背中を伸ばしやすくするための
クッション

低くて大きい
ロッカー

カットアウト
テーブル

滑り止めマット

姿勢崩れ防止のマット

②環境設定と支援の工夫
高松支援学校 肢体不自由教育スタートアップ講座

②環境設定と支援の工夫

高さを調整できる
テーブル

体温調節が苦手な
子どもに扇風機

移動できるホワイトボード

温湿度計

持ちやすいように
厚みをつけた絵カード

手元で見せられる
小さいホワイトボード

教室の様子
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手元に動かせる蛇口

車いすで入れる流し台

体を休めるためのマット

姿勢を整えるための
三角マットやクッション

②環境設定と支援の工夫

教室の様子
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本校HPより 滑り止めマットなどで工夫

姿勢

②環境設定と支援の工夫
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いろいろな食具

本校HPより

エジソン箸
https://edisonmama.com/chopsticks/

②環境設定と支援の工夫
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いろいろな食具

本校HPより

②環境設定と支援の工夫
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排せつ（トイレ）

本校HPより

②環境設定と支援の工夫
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書字の支援（補助具）

本校HPより

②環境設定と支援の工夫
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書字の支援

資料は本校HPより

香川県教育委員会
ICT教材等データベースより

②環境設定と支援の工夫

ICTの活用
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作業の支援（補助具）

はさみを使うことができても、紙などを持つことが難しい場合は、
台を工夫することで、片手でも切ることができるようになります。
はさみの開閉が難しい場合は、開く動きを助けてくれるはさみ、手
のひらで押すことで切ることができるはさみなど、いろいろな種類
のはさみがあります。

コンパスを指先でつまんだまま
回転させるのは、とても難しい
動きです。このコンパスは握っ
て傾けるだけで、簡単にきれい
な円が描けます。

穴あけパンチで穴を開けるため
の支援グッズです。角を合わせ
て台に乗せるだけで、ぴったり
真ん中に穴を開けることができ
ます。片手でも操作できます。

②環境設定と支援の工夫
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コミュニケーション・遊ぶ工夫（補助具）

VOCA（音声出力型コミュニケーション
エイド）
音声を録音しておくと、スイッチを押
すだけで音声を再生することができま
す。発声や発語が難しい子どもでも、
押すだけでコミュニケーションを学ん
だり楽しんだりすることができます。

スイッチをおもちゃに繋いでいます。
スイッチを押すと音楽とともにおも
ちゃが動き始めます。タイマーを繋い
で遊ぶこともでき、押すと何かが起こ
るという因果関係を学習することがで
きます。

木に斜めに切れ目が入ったカードスタ
ンドです。これを使うことで、指先で
カードを複数枚持っておく必要がな
く、トランプなどのカードゲームを気
軽に楽しむことができます。

②環境設定と支援の工夫
高松支援学校 肢体不自由教育スタートアップ講座

肢体不自由は、何かを「したい」とき
「しなくてはいけない」ときに表れる障害

まとめ

身体にではなく、環境に障害があると考えると、
その乗り越え方はアイディア次第
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障
害

障
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本人の力 支援・環境調整

「本人の力」と「支援や環境調整」両方の視点が大切
時と場合によって、その割合は常に変わる
支援が必要かどうかは子ども自身が決める

「できる」の考え方
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環境や支援の工夫によって
なくしたり減らしたりできる「障害」

教育の出番・役割がある
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